
今年度、本校の校長として赴任しました髙橋晋作と申します。２７年ぶりにＫ中学校に戻ってきました。前回

務めたのは、平成５年から９年の５年間です。生徒名簿にある保護者名をみると、知っている名前もあります。 

Ｋ中学校を離れ、以来再びＫ町で教育に携わりたいと思っていましたが、こんなに長くかかってしまいました。

どうぞよろしくお願いします。 

４月７日（火）に新任式、始業式そして入学式と行い、令和2年度をスタートさせようと思っていたのです

が、新型コロナ感染症の発症者がＭ地区から出たということで延期となってしまいました。次に予定していた１

７日（金）も延期となり、現時点では、２４日（金）に３年生の始業式を午前に、入学式を午後に、そして２年

生の始業式を２７日（月）午前に行う計画を立て直しました。隣に座る教頭先生は、連日保護者向けのメールで

の連絡で大忙しです。それでも、学校の土台は安心と安全ですから、仕方ありません。延期の期間は、これまで

新２・３年生から行ってもらっていた入学式準備を全職員で行います。始業式のあとは、すぐに新しい担任の先

生とそして新しいクラスメイトとの時間を過ごそうと考えたからです。 

１０日（金）には、各学年評議員会・ＰＴＡ役員会・体育後援会理事会を開催いたしました。新しいPTA会長

さんには、Ｓ・Ｋさん、副会長さんには、Ｈ・Ｍさん Ｋ・Ｒさんが推薦されました。今年度はPTA総会が中止

となりましたので、書面決議の方法で、後日資料を全家庭に配布させていただきます。 

 

 

学校点描 
 

当たり前に生徒が学校に登校

し、下校する景色が何よりうれし

いものだと気づきました。 

《Ｋ中学校》 
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担当：校長 

 

あのころ楽しかったー 
 

 ずいぶん時を経て、Ｋ中学校に赴任することになりました。着任早々、新型コロナウイ

ルスのこともあり、昔お世話になった方々になかなか挨拶ができませんでした。ようや

く、Ｋ中にきて１週間経った頃に、町内でお店を経営しているお家に電話連絡をしまし

た。そのお家のお母さんからは、子どもの担任ということ以上に、たくさんのことを応援

してもらっていたのでなんとか挨拶だけはと思っていたのです。 

電話に出てお母さんの第一声。 

「先生！戻ってきたって聞いて、みんな（家族）でびっくりしたんだよ。」と話してくれ

ました。 

「今考えると、あのころが一番よかったー」なんて言います。 

 その後、お母さんに変わって電話に出た、すっかり一人前になってお店の切り盛りをし

ている教え子と昔話に花を咲かせました。 

入学式もまだ行っていない中でしたが、１０日に、各学年評議員会・PTAの役員会・体

育後援会理事会を開催させていただきました。評議員となった保護者の方々が、感染防止

のためにマスクをつけて来校してくれました。本当にありがたいです。 

 学年評議員会、各専門部会を経て、最後はランチルームでのPTA役員会です。概ね、今

年度の学校の応援体制を承認してもらいました。他の学校では、最近、役員を決めるのに

も一苦労なのですが、Ｋ中学校では、こんな大変な中でも子ども達のためにと、一肌脱い



でいただける方々がいることに感謝です。 

20時前に会議が終了し、職員室に戻ろうとしたとき、昇降口玄関前で 

「先生！」と、呼び止められます。 

 振り返るとそこに、二人のお母さんと一人のお父さんが立っていました。 

「先生わかる？わたしたち先生から教わったんだよ。」とお母さんの一人が言います。名

前を聞いて、中学生の頃の顔と今の顔が重なりました。 

「なんだか、すっかりお父さんとお母さんだね。」と私が言うと、「うちの子ども、わた

しと全然違うからよろしくお願いします。あの頃が一番楽しかったー。」と、すっかり大

人になった教え子３人が笑って話をしてくれました。 

 

最近読んだ1冊の本の中に、京都の東本願寺の

写真がありました。そのお寺の前には、１つの看

板が立っているんです。その看板に書かれている

言葉が印象的です。 

 『これからが、これまでを決める』 

これから、つまり未来が、これまで、つまり過

去を決める。よく、「過去は変えられないけれ

ど、未来は変えられる」という言葉が使われます

が、その寺にある看板は、その正反対なんです。  

過去に起こった出来事は変えられないけれど、

今を精一杯に生きていれば、その起こった“意味”は変えられるということです。 

中学時代は、悩みの多い時代です。勉強だけでなく、他人との関係づくりにも苦しみ、

もがく時代かもしれません。「あの頃楽しかったー」は、きっと今を精一杯生きているか

ら、楽しいことばかりではなかったあの頃を、前向きな意味に変えてくれるのでしょう。 

 

将来、生徒たちに「あの頃、新型コロナに負けなかった！」と言ってもらうためにも、

これからの学校生活を充実させてあげないといけません。 
 

きりとりせん 
 

ご意見・ご感想をお願いします。 

 

 

メールでご意見をいただいても構いません。Shinyatk1616n@yahoo.co.jp 

 

mailto:Shinyatk1616n@yahoo.co.jp

